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ますと、花房龍男先生（1966-1967 年度の 2 年間、その後、気象庁）、佐野雄二先生（1968-1969
年度の２年間、その後、シャープ株式会社）、森征洋先生（1970-1973 年度の 4 年間、その
後、香川大学教育学部）、塚本修先生（1974-1976 年度の３年間、その後、岡山大学理学部）、



















































写真 1 研究室本館から南の敷地 写真 2 潮岬風力実験所研究室本館 
  


























写真 7 観測システム 
 
写真 4 瓦飛散観測のための家屋 
 
写真 5 スレート屋根表面の観測孔 
 
写真 6 コンプレッサーとノズル 







観測作業の中で特に高さが 25m と高く、危険度のより高い気象観測鉄塔（写真 8）での
作業例を紹介します。主な気象観測機器と取り付け高度は、次の通りです。 
2m 高度  温湿度計 
5m 高度  ３次元超音波風速計および赤外線湿度変動計を適宜設置 
10m 高度  ２次元超音波風速計（写真 10） 
20m 高度  ２次元超音波風速計 
25m 高度  風車型風向風速計（写真 9） 
 



















写真 9 風車型風向風速計 
  
写真 10 2 次元超音波風速計 












































写真 11 観測塔のアンカー、支持用ワイヤーとターンバックル 

















写真 13 手袋３種 
 
写真 12 地下足袋 


























止するため、写真 15のようなズレ、埋没を防ぐためのずれ止め(10cm 角の鉄板に 5cm のボ
ルトを取り付けた物）を地面において、その上に鉄塔を立て、3 方向にワイヤ－を引っ張
  
写真 14 安全ベルト 






















    
写真 15 鉄塔ずれ止板 





































写真 16 チェーンソー 
